
 
 

２０２２年度 

「正会員に対する活動助成」活動報告書 

 

（ふりがな） 

団体名 一般社団法人 三重県
み え け ん

社会
しゃかい

福祉士会
ふ く し し か い

 

■活動報告の詳細 

活動名称 ９支部の活動活性化から会員入会促進を図る事業 

活動の目的 

 

本会の活動は、「学び」・「ソーシャルワーク」・「交流」を３つの柱と 

しているが、コロナ禍によりリアルの「交流」の場が持てなくなった。 

そこで、県内に設置された９支部が開催する「交流」（研修会、交流会）

に新たな機器を導入し、オンライン・ハイブリッドの方式を採用する 

ことによって活動の活性化を図り、ネットワークを拡げることによって 

新規会員の入会促進や既存会員の結束強化につなげることを目標として 

取り組んだ。 

 

実施した活動の内容 

 

会議・研修会・イベン

ト等の開催日時、場所、

参加者数等の活動内容

の詳細を記入 

※別添（様式自由）に

て提出可 

 

 

 

 

 

 別添のとおり 

活動の成果 

 

当初、Wi－Fi装置・プロジェクターならびに関連機器（ハード）の 

購入設置を骨子としたが、グループウェア（ソフト）の導入も目的 

達成には有効であろうという議論になった。しかし、当初助成金申請 

に折り込んでいなかったため、ソフト導入に関しては先送りとなり、 

次のステップで検討するということになった。 

上記の事情や、機器を配備する支部に変更が生じたため変更申請に時間

を要し、機器購入時期が遅くなってしまった。（３月） 

しかし、各支部において機器類の調達に工夫をこらして、年度を通して

研修会や交流会の開催に積極的に取り組んだ。 

 

結果としては、 

２０２２年度の新規会員入会者数は２６名（うち、若年者３名） 

ということで、当初目標の４０名（うち、若年者５名）を達成する 

ことはできなかった。 

 

 



 
 

活動実施を通じて 

の課題 

実施していく中で見え

てきた課題、活動遂行

における課題 

 

オンライン・ハイブリッド方式による研修会・交流会が「交流」の 

場として、有効であることは分かった。 

特に、支部というエリアを超えて、全県からの参加者が集える機会が 

実現できた。 

 

【実施過程での課題】 

・自由参加にした結果、上述のメリットもあるが、他方で顔見せしない 

「フリーライダー」が参加する結果を招いた。 

・オンライン参加者同士が出会う場にはなるが、対面ほど深い交流が 

 できない。 

・ハイブリッドの場合、会場参加者とオンライン参加者を上手く取次ぐ 

 コーディネートの難しさがある。 

・講演する講師からは、一体感に欠けるとか反応が今一つわからない 

 という感想が多い。 

 

【今後の課題】 

・研修会・交流会を開催する広報の仕方を研究する。 

・「フリーライダー」問題は別途検討することとして、気軽に参加して 

 いただき、その後も引き続き参加意識を持続していただくためにも 

 グループウェアの導入が必要だと感じた。 

 

活動の実施状況・実施

結果に関する情報の公

開 

 

あてはまるものにチェ

ックと内容詳細を記入

ください 

※貴法人のホームページでの公表は必須となります。 
 

情報の公開方法（複数選択可） 

 

レ広報誌・会報誌等で公開 

                         ） 

□その他  

（                            ） 
 

 

 


















	2022年度_(三重)「正会員に対する活動助成」活動報告書.pdf
	5_活動報告書添付資料(三重).pdf
	2_2022年度支部活動報告.pdf




